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承認･確認

改定日 改訂No. 頁 承認･確認印

23.10.27 1

改訂履歴

改訂内容と理由

旭精工株式会社

④-1　品質管理（業務内容）手順書

2002年5月25日
④-1

当社の品質管理における業務を明確にした。

製品の梱包・管理は④-2を参照のこと

検査については、詳細を参照のこと



　
タイトル

1.目的

2.適用範囲

4.内容

その１

下記の通り工程が存在する。

1，

2，

3，

4，

5，

6，

その２ 工程指示書で作業確認を行うが、不明な内容は営業担当者に確認をとる。

その３ 梱包・発送、在庫管理まで責任を負うこと。

その４ ASAHIシステムの進捗管理を行い、適正管理を行うこと。

（下部の詳細を確認）

二次加工・・・指示がある場合のみ　磨き・ショット

最終（外観）検査・・・外観・員数・加工漏れ

表面処理の準備

指示がある場合のみ寸法検査

梱包・出荷

在庫管理

④-1　品管管理（業務内容）　手順書

業務内容を明確にする。

製造工程完成後～出荷・在庫

業務フローも参照のこと。

製造工程完成品

社内加工品：　①工程内検査が終わっているかの確認　⇒図面にてｎ数の確認

②一般公差及び公差部は抜取りで1個のみ測定　⇒簡易チェック

仕入れ先の加工品：①添付検査図があれば抜き取りで1個のみの検査を行う。

　　　②添付検査図がない場合は、工程内検査同様n数で検査する。

詳細



タイトル

When who what how

いつまでに 誰が 何を どうする

ASAHIシステムの画面を出しておく⇒

START 常に確認

・表面処理の準備はないか？

・出荷品はないか？

検査済み図面（検査図面）は、ここが

ないと成立しない　　　　　　　確認⇒

システム更新のポイント

下記の確認

1..納品書はあるか？

2.検査済み図面はあるか？

3.押印されているか？

4.発注内容と間違いないか？

在庫時の注意点

5.在庫数は、適正か？

6.腐食はしないか？

7.識別されているか？

・顧客クレームが出た場合は、

その１：要求があれば「顧客苦情処理顛末書」 ・顧客苦情処理顛末書

　　　　を発行する。 ・不具合是正処置要求書

その２：要求がなければ ・外部流失再発防止対策書

「外部流失再発防止対策書」を発行する。

品質管理部門　　　④-1　業務の手順　フロー図

① 毎朝 担当者は 進捗（処理・発送）を 確認する

表面処理の準備、出荷に問題はないか？

下記の通り工程が存在する。

①二次加工・・・指示がある場合のみ　磨き・ショット

②外観検査・・・外観・員数・加工漏れ（社内・仕入れ先の検査内容は別途確認）

③表面処理の準備

④指示がある場合のみ寸法検査

⑤梱包・出荷

⑥在庫管理

② 検査時に 作業担当者は ①～⑥を 検証する

1.工程指示書で①～⑥の有無と工程順を確認する。

2.すべての工程、検査が終われば押印する。

最終検査：検査した担当者の印　⇒　これをもって合格とする

承認：営業担当者又は品質管理部門長（不在の場合は品質管理の者でも可）

③ 出荷前に 作業担当者は
ASAHIシステム
（納期管理表）を

確認し更新する。

①納品完了したものは、色を変える。

②在庫のあるものはその数を記入

　　　　　　　　　押印の例

　　　　　　　　　　日付と名前を明記

　　　④-2　品管（製品の梱包・保存の管理）手順書を確認

④ 納品後 営業担当者は 顧客クレームの 対応をする。

①営業担当者は、顧客クレームの対応を速やかに行う。

②取られた処置は手順書通りに行う。

参照：⑦-3　是正処置（顧客苦情・再発防止）　手順書

上記と同様

上記と同様

計画

出荷

実行

在庫

改善


